
Trigger pulser using SCRs as a driver of large thyratrons
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Abstract

This paper describes a trigger pulser of line-type using SCRs to drive 

the large thyratrons in linac main modulators in replacement of small 

thyratron 5C22, This pulser uses 2 SCRs in series to keep enough voltage- 

endurance and switching speed, generating pulse output of 1.5KV max. in 

voltage and of “ sec in width into the load of 6Oil 

Trial use for one month shows good result.

はじめに: :

• 原研リニアックでは、同期ハ• ルス系（癸振、運延、分К、ЕЙ回K ) の半溥体素子化を進めている• その 

なかで、大形サイラ卜ロン回Й内のスイッチ部の半與体素子化が、 とくにいそがれている* . 現在の上記Ей 

回Й内のスイッチとしては、 小型サイラ卜ロン5 С 2 2 (о г 2 G 2 2 P ) が用いられているが、この管球は 

入丰し戠く' 寿命が短い（半導体と比較）•

今回 5 С 2 2 の代りに S С R ( S 1 1 i c o n  C o n t r o l 1 e d R e с t І f I e г • о г サイ 

リスター）を使用した主サイラ卜ロンЕЙ回路を、S 作した• 宾装IS联で、Ж好な結果を得た• ベ »

回Й概咤

今回試作した回Йはこれまで用いられてきている（5 С2 2 使用）回Й方式に瓶じたものであるが，サイラトロ 

ンとS C R (サイリスタ_ ) の特性の相異による窆更を行っている•

苤 1 Йに回К Ѳ を示す•
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主 な Й更 点 は （ s СR を 使 用 す る こ と 、 イ ン ビ ー ダ ン ス が 低 く 大 霄 流 が 流 せ る こ と で ） P F N , :出 力 用 パ ル

ス 卜 ラ ン ス の イ ン ビ ー ダ ン ス を 10 Q (パ ル ス 卜 ラ ン ス の 丨 次 側 ク に し た こ と で あ る *

最 大 出 力 1、5 К V , 2 # S е с • 6 0!Qの 出 力 を 得 る た め に 、 出 力 パ ル ス 卜 ラ ン ス 舁 圧 比 を 1 : 2 . 5 に 进

ぶ と 、 （イ ン ピ ー ダ ン ス 比 で 10.Q : 6 2. 5ІО) S С R ア ノ ー ド に 約 1• 5 К V が 印 加 す る •

S С R 〗 ケ で 、 出 力 パ ル ス 卜 ラ ン ス 昇 圧 比 の 大 き い も の を 用 い る 回 路 も 枝 Йし て み た •

こ の と き は 、 S СR の 特 性 （霣 流 増 加 率 / 時 同 ） に よ っ て R І s еが 充 分 で な か っ た •

出 力 パ ル ス 卜 :ラ ン ス の 舁 圧 比 及 ひ • 2 次 側 イ ン ビ ー ダ ン ス の 値 は 負 荷 の サ イ ラ 卜 □ン （8 4 7 9 / K U2  7 5. I 

ТТ)の 入 力 側 イ ン ピ ー ダ ン ス 及 び S СR の ス イ ッ チ ン グ « 流 が 1О ОА位 に な る よ う に 进 ん だ •

S С R の ア ノ ー ド 《 压 1• 5 К V で 使 用 す る 為 に ft大 使 用 Й圧 1• б К V の S С R ( I R, 6 8 R S :16 0 • の  

主 要 規 格 を 0 2 に 示 す с ) を 2 ケ シ リ ー ズ で 使 用 し て い る 。

02 I R. 6 8 RS I 6 0 主 要 規 Й

そ の 他 の 同 И点 は 直 流 高 圧 霄 泜 の リ ッ  

ブ ル で あ っ た • ИГ源 4 圧 に リ ッ ブ ル  

が あ る と 。 出 力 同 期 パ ル ス に 時 0 ジッ 

タ ー を 生 ず る 。 （入 力 卜 リ ガ 一 に 対 し  

て 出 カ バ ル ス の 時 同 変 化 ）

こ の 形 S は 3 0 0 P P S 以 上 の く り 退 し で は 巣 祖 両 波 整  

流 の 直 流 高 圧 言 源 の 塲 合 リ ッ ブ ル の 頂 点 と 谷 に 卜 リ ガ 一  

パ ル ス が 来 る 為 に 出 力 に ジ ッ タ ー が 出 る 為 で あ る 。

リ ッ ブ ル は 数 ％ 以 下 で な い と 実 用 に な ら な い 。

高 リ ッ ブ ル 4 35の 堵 合 の 出 力 に ジ ッ タ ー の あ る 波 形 を 図  

3 . 4 に 示 す 。 0 3 は 本 回 路 の 出 力 波 形 、 図 4 は ク  

ラ イ ス 卜 ロ ン モ ニ タ ー 波 形 で あ る 。

直 流 《 派 は 小 形 、 軽 墨 、 出 力 が 安 定 化 さ れ て い る 出 力 可

Й形 ス イ ッ チ ン グ レ ギ ユ レ ー タ ー タ イ ブ 霣 源 を 採 用 す る  

方 針 で あ る • こ れ が 出 来 れ ば 《 泜 リ ッ ブ ル の 形 * に よ  

る 出 力 の ジ ッ タ ー の 同 題 は 解 決 出 来 る e

出 力 波 形 を 0 5， 6 に 又 s С R ア ノ -̂ド 波 形 を 図 7,

Ѳ に 示 す 。 •

0 5 は 負 荷 で あ る 大 型 （ o r 主 ） サ イ ラ 卜 ロ ン （ 8 4 7 9 /  

K U2 7 5 . 丨Т T ) 印 加 霣 ff О F F 時 の （ 卜 リ ガ 一 パ ル  

ス ） 波 形 、 0 6 は 大 型 サ イ ラ 卜 ロ ン W 作 時 の 波 形 で あ る *

立 上 が り は サ イ ラ 卜 ロ ン 卜 リ ガ 一 パ ル サ ー の « 合 と ЙЬ 

ら な い * 0 7 は S C R  2 ケ の 名 • 々 の ア ノ ー ド 波 形 及  

ひ•出 力 波 形 で あ る 。 S C R は 2 # S e c で は 完 全 に О 

N に な り 切 っ て な い 。

第 30 S C R ト リ ガ ー 出 力 （ジ ッ タ ー が あ る ） 

5 V/D І V [}• 5 必 S / D i v

第 4 0 ク ラ イ ス 卜 ロ ン モ ニ タ ー 波 形  

5 V / D i V 0 • 5 Д S / D i V
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0  8 は 

S C R  

はリレ  

検出し  

( Ѳ  1

S С R の ア ノ ー ド 《 汪 の 回 愎 波 形 で あ る e 

は 半 淋 体 で あ る 為 に 保 а _ й の 必 要 が ぁ り 、 現在  

一 を 使 用 し て s  С R が 切 れ な い 堵 合 の 逋 搞 通 霉 4 

て 一 次 А С  Р о w е г を 落 と し て い る •

の イ ン タ ー ロ ッ ク 回 路 ）
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圖 圖 圖 圖 圖 圖 画 圖 圖

翻 圈 _ 圖 ■ 圖 圖 圖 圖 圖  

■ а к ІЧ Н В В В В Н В

т
Ш 7  S С R アノード Ж Ш  上 : S С R 1 

下 ：S C R 2  5 0 V / D  1 v 5 Д S / Ь І

0  8  S C R ァノ 一  ド 回 復 波 形  

0 ... 5 m S /  D 1 V
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0 5 * S C  R 出 力 波 形 （大 型 サ イ ラ 卜 □ ン

O F F )  5  V /  D i V H S / D І ѵ

м и и и ^ д

國 画 _
圖 圖 圖 麗

0  6  S C R 出 力 波 形 （大 型 - イ ラ 卜 □ ン  

O N 時 ） 5 V / D  І V 1 Д S / D  І v

Ь ' Ь りに

今 回 使 用 し た S  С  R  ( 1 R  • 6  8  R  S 1 6  0  ) は 霣 流 用 蚤 が 大 き い タ イ ブ で あ る 為 （б  О А タイフ • ）、;G а 七 ѳ

ト リ ガ 一 の P  o w e  г が 必 用 で あ る こ と と 、 ス イ ジ チ ン グ 時 同 が 通 ^ が Й 汪 が 1 3  О О V は こ の タ イ プ し か 人 手  

出 来 な い 。

こ の « の 回 F Sに は 霣 沭 容 嚴 が 小 き く て Й 汪 が 高 い S  С  R が 2 4 し い *

今 後 ス イ ッ チ ン グ タ イ ム の 早 い S  С  R が 出 来 れ ば S  С  R を 1 ケ で Ё 汪 で 使 用 し （大 4 流 を 流 す ） 、 由 カ バ ル ス  

卜 ラ ン ス で 出 カ バ ル ス ;Й を 得 れ ば 使 い や す い •

約 し ケ 月 問 の 試 用 で は 、 主 パ ル ス 変 Й 回 路 か ら の ノ イ ズ の Й І * と も 考 え ら れ る 原 因 で S  С  R が 琳 通 状 /® Iこ な る , 

( 5 С 2 2 眍 觔 回 路 を 用 い て も 、 同 じ 症 状 が 約 半 分 の 頻 度 で f e き る • >

外 部 か ら の ノ イ ズ 対 策 を 強 化 す る 必 要 も S め ら れ る が S  С  R の 破 損 も な く （封 时 圧 、 熟 等 ） 良好な •結 果 で あ る , 

現 在 原 研 リ ニ ア ッ ク で は 全 5 С 2 2 9 イ ラ 卜 О ン 0 Й を 本 В 挖 （S C 技 を 使 い た 捉 肋 回 Eg ) 丨こ# き 替 え る І І 画で 

今 年 度 6 セ ツ 卜 製 作 す る e
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